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重
橋
の
親
柱（
欄
干
の
端
な
ど
に
あ
る
太
い

柱
）で
、
ほ
か
に
も
高
欄
や
高
欄
支
柱
が
鋳
物

だ
と
教
わ
り
ま
す
。
鋳
物
と
は
、
溶
か
し
た

金
属
を
鋳
型
に
流
し
込
ん
で
固
め
る
鋳
造
方

法
と
、
そ
の
製
品（
鋳
造
製
品
）の
総
称
で
す
。

使
用
す
る
金
属
は
、
鉄・青
銅・鉛・ア
ン
チ
モ

ン・ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
。
桑
名
で
は
、
古
く

か
ら
鉄
を
使
っ
た
鉄
鋳
物
が
多
く
、
親
柱
な

ど
の
黒
色
は
、
鉄
鋳
物
の
特
色
な
の
で
す
。

　
玉
重
橋
を
後
に
し
て
、
入
り
江
に
沿
っ
て

歩
き
ま
す
。
歩
道
や
護
岸
に
は
赤
レ
ン
ガ
が

張
ら
れ
、
隣
接
す
る「
諸
戸
氏
庭
園
」な
ど
の

景
観
と
見
事
に
調
和
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
に
、
住
吉
入
り
江
に
向
か
い
ま
し
ょ

う
。
入
り
江
に
架
か
る
玉
重
橋
は
、
鋳
物
の

街
な
ら
で
は
の
珍
し
い
橋
で
す
よ
」と
の
中
根

さ
ん
の
案
内
で
、
散
策
の
起
点
と
な
る
Ｊ
Ｒ・

近
鉄「
桑
名
」駅
か
ら
、
東
へ
と
進
み
ま
す
。

15
分
程
度
歩
く
と
、
黒
い
ラ
ン
タ
ン
の
よ
う

な
形
の
柱
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
玉

　

心
地
よ
い
散
歩

を
楽
し
ん
で
い
る

と
、
目
の
前
に「
寺

町
通
り
商
店
街
」の

ア
ー
ケ
ー
ド
が
現

れ
ま
し
た
。
３
と

８
の
付
く
日
に
開

催
さ
れ
る
朝
市「
三

八
市
」や
、
毎
月
第

３
日
曜
日
に
開
催

の「
十
楽
市
」な
ど
、

買
い
物
客
で
賑
わ

う
商
店
街
は
、
風
雨
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

鋳
物
製
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
見
学
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
す
。
足
元
に
注
目
し
て
い
る

と「
桑
名
の
千
羽
鶴
」「
七
里
の
渡
し
」な
ど
の

る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
名
声
は
高
く
、
文

政
９（
１
８
２
６
）年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館

の
医
師
で
あ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
が
、
江
戸
に
向

か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
見
学
し
た
と
伝
わ

り
ま
す
。

　
広
瀬
家
ゆ
か
り
の
鋳
物
は
、
す
ぐ
近
く
の

仏
眼
院
に
も
あ
り
ま
し
た
。
万
治
２（
１
６
５

９
）年
に
広
瀬 

家
次
が
鋳
造
し
た
喚
鐘（
説
法

の
開
始
を
知
ら
せ
る
た
め
に
打
つ
鐘
）で
す
。

一
般
的
な
喚
鐘
よ
り
大
き
く
、
見
ご
た
え
が

あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
院
で
は
、
寛
永
15（
１
６
３
８
）年

に
京
都
の
鋳
物
師
が
製
造
し
た
梵
鐘
も
見
逃

せ
な
い
鋳
物
の
一
つ
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
蓋
を
発
見
で
き
ま
し
た
。

　　
「
次
は
少
し
時
代
を
逆
上
っ
た
鋳
物
を
見
に

行
き
ま
し
ょ
う
」と
の
案
内
で
、
ま
ず
向
か
っ

た
の
は
、 桑
名
別
院・本
統
寺
で
す
。
こ
こ
で

は
、
見
上
げ
る
ほ
ど
大
き
な
親
鸞
聖
人
銅
像

に
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
青
銅
製
の
上
人
像

を
昭
和
12（
１
９
３
７
）年
に
鋳
造
寄
進
し
た

の
は
、
桑
名
の
鋳
物
師・広
瀬
家
の
子
孫
で
、

実
業
家
の
広
瀬 

精
一
氏
で
す
。鋳
物
師
と
は
、

鋳
物
職
人
の
こ
と
で
、
同
家
の
歴
史
は
、
本

多 

忠
勝
が
、
現
在
の
い
な
べ
市
か
ら
武
器
製

造
の
た
め
に
招
い
た
広
瀬 

与
左
衛
門
に
始
ま

れ 

い

17171818

　
仏
眼
院
に
別
れ
を
告
げ
て
東
へ
進
む
と
、

す
ぐ
左
手
側
に
、
木
々
が
生
い
茂
る
一
画
が

現
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
桑
名
神
社
と
中
臣

神
社
を
祀
る
桑
名
宗
社
で
、
地
域
の
人
々
に

は〝
春
日
さ
ん
〞と
呼
び
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
平
成
28（
２
０
１
６
）年
に
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
石
取
祭
」で
知

ら
れ
る
同
社
で
も
、
鋳
物
の
街
な
ら
で
は
の

珍
し
い
も
の
に
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

柱
の
高
さ
が
約
6.7
メ
ー
ト
ル
の
青
銅
製
の
鳥

居
で
す
。

　
旧
東
海
道
に
面
し
て
建
つ
鳥
居
は
、
時
の

こ
と
で
発
展
を
遂
げ
た
鋳
物
の
歴
史
は
、
明

治
時
代
以
降
も
続
き
ま
す
。「
東
の
川
口（
埼

玉
県
川
口
市
）・
西
の
桑
名
」と
呼
ば
れ
た
ほ

ど
で
し
た
。
そ
の
後
、
主
に
日
用
品
を
製
造

し
ま
し
た
が
、
戦
後
は
、
工
業
製
品
や
建
設

材
料
が
主
力
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
近
年
で

は
、「
く
わ
な
鋳
物
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
新
商

品
開
発
が
行
わ
れ
、
ご
は
ん
釡・蚊
や
り
器・

文
具
な
ど
も
登
場
。
鋳
物
の
可
能
性
の
幅
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
桑
名
で
新
発
見
を
す
る
散
策
は
、
再
び
、

Ｊ
Ｒ・近
鉄「
桑
名
」駅
で
終
了
で
す
が
、
途
中

藩
主・松
平 

定
重
が
、
辻
内 

善
右
衛
門
に
命

じ
て
制
作
し
た
も
の
。
寛
文
７（
１
６
６
７
）

年
の
こ
と
で
し
た
。
辻
内
家
は
、
広
瀬
家
と

同
様
、
桑
名
を
代
表
す
る
鋳
物
師
で
し
た
。

現
在
で
も
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
鳥
居
は
、

当
時
の
俗
謡
に「
勢
州
桑
名
に
過
ぎ
た
る
も
の

は
、
銅
の
鳥
居
…
」と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、 

大
雨
や
天
災
に
何
度
も
合
い
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
代
々
の
鋳
物
師
・
辻
内
家
に

よ
っ
て
修
復
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
「
鋳
物
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
忠
勝
公
に
も

合
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
」と
の
案
内
で
、
中
橋

を
渡
り
ま
す
。 

目
の
前
に
広
が
る「
九
華
公

園
」を
眺
め
な
が
ら
進
む
と
、「
柿
安
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
」内
に
建
つ
銅
像
が
姿
を
現

し
ま
し
た
。
ど
っ
し
り
と
座
っ
た
姿
は
、〝
徳

川
四
天
王
〞と
称
さ
れ
た
猛
将
ぶ
り
を
彷
彿

さ
せ
て
い
ま
す
。
作
者
は「
中
川
梵
鐘
店
」六

代
目
中
川 
正
知
さ
ん
で
、
平
成
２（
１
９
９

０
）年
の
こ
と
で
し
た
。

　
忠
勝
以
降
、
代
々
の
藩
主
に
奨
励
さ
れ
た

で「
Ｎ
Ｔ
Ｎ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル（
桑
名
市
民
会

館
）」に
立
ち
寄
り
、「
鋳
造
報
国
碑
」を
見
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
昭
和
17（
１

９
4
２
）年
に
、
当
時
の「
三
重
鋳
物
工
業
組

合
」有
志
が
建
立
し
た
も
の
。
大
き
な
石
碑
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
功
労
者
を
顕
彰
す
る
と
同

時
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

START
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ら
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が
た

ぞ
う

ち
ゅ
う

い

か
ん

　
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
旧
東
海
道
の
宿

場
町
、
桑
名
藩
の
城
下
町
と
し
て
賑
わ
っ

た
桑
名
に
は
、
別
の
一
面
が
あ
り
ま
す
。

初
代
藩
主・本
多 

忠
勝
が
奨
励
し
た
こ
と

に
始
ま
る「
鋳
物
の
街
」と
し
て
の
顔
で
す
。

鋳
物
産
業
の
発
展
は
明
治
時
代
以
降
も
続

き
、
地
場
産
業
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位

を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
現
在
、「
七
里
の
渡
し
跡
」「
六
華
苑
」「
九

華
公
園
」な
ど
、
散
策
場
所
に
事
欠
か
な

い
桑
名
市
市
街
地
で
す
が
、
今
回
は
、
少

し
視
点
を
変
え
て「
鋳
物
」め
ぐ
り
を
し
ま

す
。
新
た
な
桑
名
の
魅
力
を
発
見
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

約700ｍ

玉
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と
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カ
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マ
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鋳
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鋳
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中
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今回の案内人は「桑名歴史
案内人の会」前会長の中
根 静也（しずや）さん。豊
富な知識に基づく軽妙な
話術は、衰え知らずです。
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重
橋
の
親
柱（
欄
干
の
端
な
ど
に
あ
る
太
い

柱
）で
、
ほ
か
に
も
高
欄
や
高
欄
支
柱
が
鋳
物

だ
と
教
わ
り
ま
す
。
鋳
物
と
は
、
溶
か
し
た

金
属
を
鋳
型
に
流
し
込
ん
で
固
め
る
鋳
造
方

法
と
、
そ
の
製
品（
鋳
造
製
品
）の
総
称
で
す
。

使
用
す
る
金
属
は
、
鉄・青
銅・鉛・ア
ン
チ
モ

ン・ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
。
桑
名
で
は
、
古
く

か
ら
鉄
を
使
っ
た
鉄
鋳
物
が
多
く
、
親
柱
な

ど
の
黒
色
は
、
鉄
鋳
物
の
特
色
な
の
で
す
。

　
玉
重
橋
を
後
に
し
て
、
入
り
江
に
沿
っ
て

歩
き
ま
す
。
歩
道
や
護
岸
に
は
赤
レ
ン
ガ
が

張
ら
れ
、
隣
接
す
る「
諸
戸
氏
庭
園
」な
ど
の

景
観
と
見
事
に
調
和
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
に
、
住
吉
入
り
江
に
向
か
い
ま
し
ょ

う
。
入
り
江
に
架
か
る
玉
重
橋
は
、
鋳
物
の

街
な
ら
で
は
の
珍
し
い
橋
で
す
よ
」と
の
中
根

さ
ん
の
案
内
で
、
散
策
の
起
点
と
な
る
Ｊ
Ｒ・

近
鉄「
桑
名
」駅
か
ら
、
東
へ
と
進
み
ま
す
。

15
分
程
度
歩
く
と
、
黒
い
ラ
ン
タ
ン
の
よ
う

な
形
の
柱
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
玉

　

心
地
よ
い
散
歩

を
楽
し
ん
で
い
る

と
、
目
の
前
に「
寺

町
通
り
商
店
街
」の

ア
ー
ケ
ー
ド
が
現

れ
ま
し
た
。
３
と

８
の
付
く
日
に
開

催
さ
れ
る
朝
市「
三

八
市
」や
、
毎
月
第

３
日
曜
日
に
開
催

の「
十
楽
市
」な
ど
、

買
い
物
客
で
賑
わ

う
商
店
街
は
、
風
雨
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

鋳
物
製
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
見
学
す
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
す
。
足
元
に
注
目
し
て
い
る

と「
桑
名
の
千
羽
鶴
」「
七
里
の
渡
し
」な
ど
の

る
と
い
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
名
声
は
高
く
、
文

政
９（
１
８
２
６
）年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館

の
医
師
で
あ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
が
、
江
戸
に
向

か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
見
学
し
た
と
伝
わ

り
ま
す
。

　
広
瀬
家
ゆ
か
り
の
鋳
物
は
、
す
ぐ
近
く
の

仏
眼
院
に
も
あ
り
ま
し
た
。
万
治
２（
１
６
５

９
）年
に
広
瀬 
家
次
が
鋳
造
し
た
喚
鐘（
説
法

の
開
始
を
知
ら
せ
る
た
め
に
打
つ
鐘
）で
す
。

一
般
的
な
喚
鐘
よ
り
大
き
く
、
見
ご
た
え
が

あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
院
で
は
、
寛
永
15（
１
６
３
８
）年

に
京
都
の
鋳
物
師
が
製
造
し
た
梵
鐘
も
見
逃

せ
な
い
鋳
物
の
一
つ
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
蓋
を
発
見
で
き
ま
し
た
。

　　
「
次
は
少
し
時
代
を
逆
上
っ
た
鋳
物
を
見
に

行
き
ま
し
ょ
う
」と
の
案
内
で
、
ま
ず
向
か
っ

た
の
は
、 桑
名
別
院・本
統
寺
で
す
。
こ
こ
で

は
、
見
上
げ
る
ほ
ど
大
き
な
親
鸞
聖
人
銅
像

に
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
青
銅
製
の
上
人
像

を
昭
和
12（
１
９
３
７
）年
に
鋳
造
寄
進
し
た

の
は
、
桑
名
の
鋳
物
師・広
瀬
家
の
子
孫
で
、

実
業
家
の
広
瀬 

精
一
氏
で
す
。鋳
物
師
と
は
、

鋳
物
職
人
の
こ
と
で
、
同
家
の
歴
史
は
、
本

多 

忠
勝
が
、
現
在
の
い
な
べ
市
か
ら
武
器
製

造
の
た
め
に
招
い
た
広
瀬 

与
左
衛
門
に
始
ま

れ 

い

17171818

　
仏
眼
院
に
別
れ
を
告
げ
て
東
へ
進
む
と
、

す
ぐ
左
手
側
に
、
木
々
が
生
い
茂
る
一
画
が

現
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
桑
名
神
社
と
中
臣

神
社
を
祀
る
桑
名
宗
社
で
、
地
域
の
人
々
に

は〝
春
日
さ
ん
〞と
呼
び
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
平
成
28（
２
０
１
６
）年
に
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
石
取
祭
」で
知

ら
れ
る
同
社
で
も
、
鋳
物
の
街
な
ら
で
は
の

珍
し
い
も
の
に
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

柱
の
高
さ
が
約
6.7
メ
ー
ト
ル
の
青
銅
製
の
鳥

居
で
す
。

　
旧
東
海
道
に
面
し
て
建
つ
鳥
居
は
、
時
の

こ
と
で
発
展
を
遂
げ
た
鋳
物
の
歴
史
は
、
明

治
時
代
以
降
も
続
き
ま
す
。「
東
の
川
口（
埼

玉
県
川
口
市
）・
西
の
桑
名
」と
呼
ば
れ
た
ほ

ど
で
し
た
。
そ
の
後
、
主
に
日
用
品
を
製
造

し
ま
し
た
が
、
戦
後
は
、
工
業
製
品
や
建
設

材
料
が
主
力
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
近
年
で

は
、「
く
わ
な
鋳
物
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
新
商

品
開
発
が
行
わ
れ
、
ご
は
ん
釡・蚊
や
り
器・

文
具
な
ど
も
登
場
。
鋳
物
の
可
能
性
の
幅
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
桑
名
で
新
発
見
を
す
る
散
策
は
、
再
び
、

Ｊ
Ｒ・近
鉄「
桑
名
」駅
で
終
了
で
す
が
、
途
中

藩
主・松
平 

定
重
が
、
辻
内 

善
右
衛
門
に
命

じ
て
制
作
し
た
も
の
。
寛
文
７（
１
６
６
７
）

年
の
こ
と
で
し
た
。
辻
内
家
は
、
広
瀬
家
と

同
様
、
桑
名
を
代
表
す
る
鋳
物
師
で
し
た
。

現
在
で
も
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る
鳥
居
は
、

当
時
の
俗
謡
に「
勢
州
桑
名
に
過
ぎ
た
る
も
の

は
、
銅
の
鳥
居
…
」と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、 

大
雨
や
天
災
に
何
度
も
合
い
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
代
々
の
鋳
物
師
・
辻
内
家
に

よ
っ
て
修
復
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
「
鋳
物
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
忠
勝
公
に
も

合
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
」と
の
案
内
で
、
中
橋

を
渡
り
ま
す
。 

目
の
前
に
広
が
る「
九
華
公

園
」を
眺
め
な
が
ら
進
む
と
、「
柿
安
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
パ
ー
ク
」内
に
建
つ
銅
像
が
姿
を
現

し
ま
し
た
。
ど
っ
し
り
と
座
っ
た
姿
は
、〝
徳

川
四
天
王
〞と
称
さ
れ
た
猛
将
ぶ
り
を
彷
彿

さ
せ
て
い
ま
す
。
作
者
は「
中
川
梵
鐘
店
」六

代
目
中
川 

正
知
さ
ん
で
、
平
成
２（
１
９
９

０
）年
の
こ
と
で
し
た
。

　
忠
勝
以
降
、
代
々
の
藩
主
に
奨
励
さ
れ
た

で「
Ｎ
Ｔ
Ｎ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル（
桑
名
市
民
会

館
）」に
立
ち
寄
り
、「
鋳
造
報
国
碑
」を
見
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
昭
和
17（
１

９
4
２
）年
に
、
当
時
の「
三
重
鋳
物
工
業
組

合
」有
志
が
建
立
し
た
も
の
。
大
き
な
石
碑
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
功
労
者
を
顕
彰
す
る
と
同

時
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
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本多 忠勝像

ら
ん

が
た

ぞ
う

ち
ゅ
う

い

か
ん

　
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
旧
東
海
道
の
宿

場
町
、
桑
名
藩
の
城
下
町
と
し
て
賑
わ
っ

た
桑
名
に
は
、
別
の
一
面
が
あ
り
ま
す
。

初
代
藩
主・本
多 

忠
勝
が
奨
励
し
た
こ
と

に
始
ま
る「
鋳
物
の
街
」と
し
て
の
顔
で
す
。

鋳
物
産
業
の
発
展
は
明
治
時
代
以
降
も
続

き
、
地
場
産
業
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位

を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

　
現
在
、「
七
里
の
渡
し
跡
」「
六
華
苑
」「
九

華
公
園
」な
ど
、
散
策
場
所
に
事
欠
か
な

い
桑
名
市
市
街
地
で
す
が
、
今
回
は
、
少

し
視
点
を
変
え
て「
鋳
物
」め
ぐ
り
を
し
ま

す
。
新
た
な
桑
名
の
魅
力
を
発
見
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

約700ｍ

玉
重
橋
の
親
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と
高
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カ
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鋳
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発
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鋳
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春
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中
橋

今回の案内人は「桑名歴史
案内人の会」前会長の中
根 静也（しずや）さん。豊
富な知識に基づく軽妙な
話術は、衰え知らずです。




